
骨
膿
一
場
手
術
後
ノ
死
腔
ノ

新
治
療
法
ニ
就
テ

（
昭
和
凶
年
十
月
十
二
日
受
付
）

京
都
阜
市
岡
大
撃
墜
曲
学
部
外
科
準
敏
室
（
烏
潟
教
授
〉

講
師

醤

皐

士

由

茅

五

凶

臨緒
床目
賃
例言
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一
、
討
究
政
＝
4
44

察

て

提

要

て

結

論

緒

冨

骨
膿
窮
ノ
保
存
的
手
術
療
法
－
一
際
シ
テ
遺
残
セ
ル
死
際
ガ
時
一
一
甚
シ
ク
難
治
性
テ
有
シ
、
幸
ニ
此
テ
全
治
セ

シ
メ
得
タ
ル
揚
合
ニ
ア
リ
テ
モ
局
部
ニ
陥
凹
性
疲
痕

牧
縮
ラ
皆
、
E

著
キ
醜
形
テ
後
胎
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ハ
周
知
ノ
事
責
ニ
シ
テ
、
古
来
多
数
ノ
先
持
者
等
ハ
此
ガ
治
療
法
ノ
改
良
ニ
向
テ
費
シ

ク
心
血
テ
注
ギ
此
等
ノ

人
々
ニ
ヨ
リ
テ
拳
グ
ラ
レ
タ
ル
研
究
業
績
ハ
正
－
一
山
積
ス
ル
ノ
朕
態
テ
呈
シ
タ
リ
。
由
来
此
種
死
腔
ノ
斯
ク
治
癒
シ
難
キ
所
以
ハ
皐
寛
共
ノ
腔
壁
ガ
硬
国
ナ
ル
骨
質

ヨ
リ
成
リ
、
且
ツ
掘
盤
献
テ
長
シ
一
面
ニ
ハ
病
芽
ノ
繁
殖
テ
容
易
ナ
ラ
シ
メ
、
他
面
ニ
ハ
骨
ノ
再
生
機
能
挫
－
一
肉
芽
組
織
ノ
護
育
ト
共
一
一
一
安
的
治
癒
（

F
2
E
P

2
5
E
C）
一
一
必
要
ナ
ル
疲
痕
性
萎
縮
テ
妨
グ
ル
コ
ト
ニ
在
ス
ル
モ
ノ
ト
考
へ
ラ
ル
。
従
－
7
死
腔
ノ
側
壁
テ
ナ
セ
ル
健
康
骨
質
ラ
充
分
－
一
整
除
シ
テ
能
フ
限
リ
骨
腔
テ
’

縫
カ
ラ
シ
メ
以
－
ア
軟
部
ノ
擁
痕
性
萎
縮
ラ
・
容
易
ナ
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
方
法
百
円

z
r
g）
ハ
治
療
法
ト
シ
テ
最
合
理
的
ナ
ル
ニ
近
シ
ト
雄
、
屡
々
術
後
ェ
骨
折
テ
生
ゼ

シ
ム
ル
ノ
囚
ト
ナ
リ
或
ハ
閥
節
附
近
ノ
病
竃
ニ
ア
リ
テ
ハ
嬬
ニ
闘
節
機
能
テ
障
碍
ス
ル
ノ
結
果
テ
招
来
ス
ル
等
賞
際
上
有
妓
－
一
行
ヒ
得
ル
ハ
比
較
的
僅
少
ノ
揚
合
ニ

遁
ギ
ザ
ル
ナ
リ
。
悲
－
一
一
於
ア
カ
一
般
治
療
方
針
ト
シ
テ
ハ
、
此
ノ
如
キ
死
腔
－
一
針
シ
一
定
ノ
物
質
テ
以
テ
成
形
的
－
一
此
ヲ
充
填
シ
同
時
ニ
骨
ノ
再
生
機
能
テ
促
進
ス
凡

手
段
テ
採
用
ス
ル
ノ
他
ナ
キ
ニ
至
り
タ
ル
モ
J

、
如
シ
。

A
1
此
目
的
－
一
向
－
ア
案
出
セ
ラ
レ
タ
ル
諸
法
ノ
大
要
テ
顧
ル
ニ
大
概
下
記
ノ
如
シ
。

（
甲
〉
非
生
活
物
質
テ
以
－
プ
充
填
ス
ル
方
法

此
テ
分
チ
テ
容
易
－
一
局
所
ヨ
リ
吸
牧
セ
ラ
レ
得
ル
物
質
ト
吸
牧
セ
ラ
レ
難
キ
物
質
ト
ノ
二
種
ト
ナ
シ
共
ノ
前
者
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ニ
ハ

ヰ
タ
ル
銅
「
ア
マ
ル
ガ
ム
」
、
宮
但
H
a
p
m［
E
Y
o
t司
等
ノ
推
奨
シ
タ
ル
「
グ
ツ
タ
ペ
ル
カ
」
ア
リ
、
叉
ロ
ロ
句
一
手
口
富
山
口
等
ハ
木
綿
、
絹
、
接
骨
木
髄
等
テ
用
ヒ
タ
ル
ガ

一
般
ニ
此
等
非
吸
牧
性
物
質
ハ
局
所
テ
刺
戟
シ
テ
容
易
－
一
腔
壁
ノ
壊
死
テ
惹
起
セ
シ
メ
早
晩
化
股
作
用
痩
孔
形
成
等
テ
結
果
シ
終
ニ
充
填
物
質
ノ
除
去
テ
飴
儀
ナ
方

出品一
H
M
G
O
U

冨
4
2
等
ノ
用

第
六
血
管

F『

趨

1* 

由

茅

一
五
五
五

、
（
第
六
貌

－一
三
五
〉



第
六
血
管

F「

鴎

康
』4

由
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一
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五
六

（
第
六
畿

一一－一六）

」
フ
シ
ム
コ
ト
テ
認
メ
ラ
レ
タ
リ
。

吸
牧
性
物
質
ト
シ
－
7
U
3
2
g
gロ
ハ
「
ギ
プ
ス
」
粉
末
テ
粥
放
－
一
担
リ
此
ニ
五
%
石
炭
酸
テ
加
へ
タ
ル
モ
ノ
テ
用
ヒ
三
例
中
一
例
－
－
一
於
－
ア
ノ

E
成
功
シ
‘

ハ
犬
ニ
就
テ
寅
験
的
e

一
小
骨
腔
テ
造
設
シ
此
ニ
蒸
簡
水
テ
以
テ
粥
化
シ
タ
ル
滅
菌
「
ギ
プ
ス
」
末
テ
克
填
シ
、

ω
g
n
v。
唱
ハ
「
セ
メ
ン
ト
」
ラ
用
ヒ
テ
同
様
ノ
賞
験
テ
ナ

P
H
P『
己
ロ

シ
共
－
二
部
分
二
一
於
テ
ノ

t
良
好
ナ
ル
結
果
テ
得
タ
ル
ガ
此
際
此
等
ノ
物
質
ハ
充
填
後
比
較
的
短
期
間
－
一
全
部
吸
牧
セ
ラ
レ
骨
腔
ハ
新
生
骨
質
ニ
ヨ
リ
ア
全
ク
置
換

セ
ラ
ル
、
テ
認
メ
タ
リ
。
此
ノ
他
、
「
ザ
ロ

l
ル
」
「
ヨ
ー
ド
ホ
ル
ム
」
「
チ
モ
！
ル
」
等
モ
路
用
セ
ラ
レ
何
レ
モ
動
物
質
験
ニ
於
テ
ハ
相
営
ノ
殻
果
テ
認
メ
タ
ル
ニ
毛

不
拘
、
臨
床
的
臆
用
ニ
賞
リ
テ
ハ
費
者
テ
得
ル
－
一
至
ラ
ザ
リ
キ
。

4
・
居
。
∞
巾
民
同
a
冨
O
Q円

ya等
ハ
所
謂
「
沃
度
ホ
ル
ム
プ
ロ
ム
ペ
」
《
「
ヨ
ー
ド
ホ
ル
ム
」
六

O
、
鯨
蝋
四

O
、
種
油
四

O
）
テ
提
供
シ
之
ガ
使
用
法
－
一
閥
シ
テ
、
先

ヅ
鱒
献
切
開
－
一
ヨ
リ
ア
骨
腔
ア
露
出
シ
疑
ハ
シ
キ
組
織
テ
謹
ク
除
去
シ
テ
健
康
壁
テ
以
テ
園
？
ル
、
遁
首
ノ
骨
路
タ
ラ
シ
メ
、
究
一
一
巌
重
－
一
止
血
法
テ
講
ジ
高
温
室

最
後

集
テ
吹
入
シ
テ
腔
内
テ
全
ク
乾
燥
セ
シ
ム
。
カ
ク
テ
五
十
度
ノ
溶
融
賄
ニ
テ
流
動
性
ト
ナ
リ
タ
ル
該
「
プ
ロ
ン
六
一
三
注
入
シ
、
全
腔
隙
ニ
禰
漫
t
シ
メ
タ
ル
後
皮
騨

ラ
縫
合
ス
。
此
際
既
ニ
婁
孔
ノ
穿
ス
ル
モ
ノ
ア
ラ
パ
此
テ
充
分
ニ
消
毒
シ
置
ク
ア
ジ
ト
漣
ペ
タ
リ
。

此
方
法
ハ
以
上
ノ
操
作
テ
巌
重
一
一
履
行
シ
タ
ル
揚
合
ニ
ハ
卓
殻
テ
後
期
シ
得
ル
コ
ト
テ
認
メ
ラ
レ
庚
ク
臆
用
テ
見
タ
ル
ガ
、
然
モ
院
内
ニ
化
膿
作
用
ノ
再
燃
セ
ル

場
合
ハ
勿
論
、
何
等
膿
性
浸
出
物
ノ
漏
出
ナ
キ
揚
合
－
一
於
－
プ
モ
亦
屡
々
充
填
物
質
ノ
自
然
－
一
排
除
セ
ラ
ル
、
コ
ト
ア
ル
ハ
既
ニ
周
知
ノ
如
、
ン
。
コ
ハ
高
温
本
一
気
乾
燥

法
ニ
ヨ
リ
テ
牒
壁
骨
組
織
ノ
壊
死
ニ
陥
ヰ
ル
コ
ト
ニ
因
ル
ト
考
ヘ
ラ
ル
。

其
ノ
後

5
2
g
（
明
則
）
ハ
海
綿
位
－
一
同
種
生
鰭
ノ
筋
肉
、
肺
、
大
網
膜
等
ノ
組
織
テ
「
ヨ

l
ド
丁
幾
」
及
酒
精
一
一
テ
滅
菌
保
育
行
セ
ル
モ
ノ
テ
以
テ
此
一
一
代
ユ
ル
動

物
質
験
テ
試

1
ア
良
好
ノ
成
績
テ
牧
メ
、
鵜
－
プ
氏
ノ
方
法
ガ
貫
地
上
－
一
従
来
ノ
人
工
的
「
プ
ロ
ン
ペ
し
テ
排
逐
ス
ル
－
一
至
ル
ア
ン
ト
結
論
セ
り
。

（乙
）
生
荷
物
質
テ
以
テ
充
填
ス
ル
方
法

∞円
F
E
Z－d
ハ
有
翠
筋
肉
片
或
ハ
有
塞
筋
肉
骨
膜
片
テ
移
植
シ
テ
殻
テ
牧
メ
ン
コ
ト
テ
企
闘
シ

z
a包
o
p
p－
B
∞g
z－Bu
z
z
m巳
F
F
2
5
3
等
モ
本
法
ニ
ヨ

リ
ア
阜
妓
テ
得
－
フ
ル
ペ
キ
テ
教
へ
タ
リ
。
然
レ
ド
モ
本
法
ノ
歓
鮪
ハ
病
竃
ノ
近
傍
ニ
於
－
プ
有
葉
移
植
片
テ
得
難
キ
揚
合
ノ
存
ス
ル
コ
ト
誼
－
一
筋
肉
切
除
後
－
一
大
ナ
ル

機
能
障
碍
テ
遺
ス
コ
ト
ア
ル
等
ノ
諸
駐
ナ
ル
ペ
・
ン
。

骨
腔
補
填
ノ
目
的
－
一
向
テ
遊
離
大
網
膜
片
ノ
由
服
用
テ
提
出
シ
タ
ル
ハ

u
t
4
8乏
戸
（

一
九
一
七
）
ニ
シ
テ
氏
ハ
家
兎
ノ
腔
骨
テ
穿
閲
シ
骨
髄
テ
腿
出
シ
タ
ル
後
ノ
骨



腔
ニ
此
テ
移
楠
シ
十
五
日
－
一
シ
テ
検
シ
タ
ル
ニ
臨
床
ヨ
リ
ハ
旺
盛
ナ
ル
肉
芽
組
織
ノ
護
育
セ
ル
コ
ト
並
－
一
移
植
片
－
一
於
テ
モ
同
様
ノ
捷
化
ア
ル
コ
ト
然
、
ン
テ
三
十
五

日
後
－
一
於
テ
ハ
骨
ハ
全
ク
骨
髄
テ
以
テ
満
サ
レ
タ
ル
テ
確
認
シ
、
此
際
骨
質
快
損
部
ハ
主
ト
シ
テ
骨
膜
性
再
生
骨
－
一
ヨ
リ
テ
補
充
セ
ラ
ル
ト
遮
ベ
タ
リ
。

之
ヨ
リ
先

Z
Z門
一
己
完
ロ
・
旬
。
仔
巾
互
（
一
九
O
一
）
ハ
臨
床
上
－
一
本
法
テ
試
t
表
面
上
好
某
テ
得
タ
リ
ト
栴
セ
ラ
ル
。
叉

F
）一戸円
N

兵
（
一
九
一
二
）

ノ、

「
へ
ル
ニ

ア
」
饗
テ
以
－
7

死
腔
テ
充
填
シ
治
殻
テ
得
ペ
シ
ト
遁
ペ
タ
リ
。

ロ
ロ
ヨ
o
E
ノ
唱
道
シ
タ
ル
新
鮮
骨
片
テ
移
植
ス
ル
方
法
ハ
特
ニ
大
ナ
ル
死
腔
ニ
用
ヒ
テ
共
ノ
機
能
テ
蓮
－
一
且
ツ
碓
寅
－
一
補
完
シ
得
ト
栴
セ
ラ
ル
。

出
口
問
巾
一
ハ
切
断
セ
ラ
レ
タ
ル
下
肢
ヨ
リ
探
リ
タ
ル
骨
片
ア
二
週
間
－
一
一
旦
リ
テ
「
フ
才
ル
？
リ
ン
」
中
ニ
蓄
ヘ
タ
ル
モ
ノ
テ
結
接
牲
肉
芽
組
織
テ
腿
掻
シ
タ
ル
後
ノ
腔

骨
上
端
骨
腔
－
一
充
填
シ
其
ノ
上
一
一
骨
膜
縫
合
テ
加
へ
テ
完
全
ナ
ル
癒
合
テ
認
メ
タ
ル
一
例
テ
報
告
シ
、

d
一一
5
2ロ
ハ
化
膿
性
腔
骨
々
髄
炎
ノ
死
腔
－
一
針
シ
生
後
十

日
ノ
家
兎
ヨ
リ
獲
タ
ル
長
サ
一
一
梅
、
幅
0
・
五
糎
以
下
ノ
新
鮮
脅
片
テ
多
敢
充
填
シ
タ
ル
－
一
痩
孔
テ
形
成
シ
一
部
分
ハ
自
然
－
一
排
除
セ
ラ
レ
タ
リ
シ
モ
大
部
分
ハ
百

五
十
日
以
内
二
十
中
十
岡
ナ
ル
癒
合
テ
見
タ
ル
一
例
テ
記
載
シ
タ
リ
。
此
他
、
皮
庸
或
ハ
表
皮
テ
以
－
ア
骨
腔
テ
被
包
セ
ン
コ
ト
テ
企
テ
タ
ル
者
ア
リ
シ
モ
、
コ
ハ
勿
論
他
一

ノ
諸
法
－
一
比
シ
テ
何
等
ノ
長
所
テ
モ
認
メ
ず
リ
キ
。
只
骨
腔
テ
脂
肪
、
筋
肉
等
－
一
－
ア
充
填
シ
タ
ル
後
共
ノ
上
－
一
表
皮
移
植
テ
行
フ
コ
ト
ハ
試
、

E
フ
ル
ペ
キ
方
法
ナ
ル

ペ
シ
。上

皮
播
種
法
モ
亦
此
ト
全
ク
同
一
ノ
閥
係
－
一
立
－
プ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
此
他
∞

η
Z
Zロ
ノ
行
ヒ
タ
ル
院
内
ニ
血
液
テ
注
入
シ
コ
レ
ガ
組
織
化
作
用
テ
利
用
シ
ア
充
填

セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
方
法
ハ
共
ノ
殻
某
極
メ
テ
不
確
貫
ナ
ル
テ
充
カ
レ
ズ
。

現
今
最
康
ク
膳
用
セ
ラ
ル
、
ハ
脂
肪
組
織
充
填
法
」
一
シ
テ
コ
ハ
一
八
九
六
年

4
・

z
g
V
2
初
メ
ア
此
テ
試
日
E

テ
失
敗
－
一
終
リ
タ
リ
シ
モ
一
九
O
四
年
。

E
句己

ハ
慢
性
化
膿
性
骨
髄
炎
ノ
一
手
術
例
－
一
於
テ
骨
髄
テ
全
ク
胞
除
シ
タ
ル
髄
腔
－
一
腹
壁
ヨ
リ
採
取
シ
タ
ル
脂
肪
組
織
テ
充
填
シ
テ
治
癒
セ
シ
メ
共
後
八
年
ニ
シ
ア
再
手

術
ニ
ヨ
リ
移
植
組
織
ハ
全
ク
強
固
ニ
結
締
織
化
シ
タ
ル
事
貫
テ
認
メ
タ
リ
。
共
ノ
他
門
担
当

55w
附，

g－B
S
F
H
2
3司
、
出

g
F
E。心「巾円切り
2
Z
H
O
R
H
i
c
P
2主

砂
子
ハ
多
数
ノ
賞
験
的
蛇
一
一
臨
床
的
研
究
テ
基
礎
ト
シ
テ
本
法
ガ
大
ナ
ル
骨
腔
ニ
封
シ
テ
ハ
他
ノ
鳩
－
ア
ノ
方
法
－
一
優
越
セ
ル
コ
ト
テ
結
論
シ
タ
リ
。
余
等
ノ
臨
床
－
一
於

－
ア
例
劇
劃
民
ハ
者
－
ア
林
檎
大
ナ
ル
前
頭
骨
麗
腫
ノ
手
術
後
直
チ
ニ
同
一
患
者
ノ
脂
肪
組
織
テ
充
填
シ
テ
好
成
績
テ
得
タ
リ
。
此
等
ノ
充
填
法
ハ
元
来
無
菌
的
ナ
ル
骨

死
腔
ニ
一
封
シ
テ
ハ
毎
常
奏
妓
ス
ペ
キ
コ
ト
ハ
敢
テ
多
言
テ
要
セ
ザ
ル
所
ナ
リ
。

以
上
略
遁
シ
タ
ル
ノ
ミ
一
テ
モ
骨
膿
蕩
手
術
後
ノ
死
腔
ノ
治
療
法
ハ
貴
子
多
岐
－
一
シ
テ
吾
人
テ
シ
テ
其
ノ
取
拾
－
一
窮
ス
ル
ノ
感
ア
ラ
シ
ム
卜
雌
、

コ
レ
皐
寛
共
J
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何
レ

f
方
訟
テ
以
－
プ
ス
ル
モ
確
賀
ナ
ル
殻
果
テ
期
待
シ
得
ザ
ル
事
情
ア
如
貫
ニ
一
不
シ
タ
ル
一
一
他
ナ
－
フ
ザ
ル
ペ
ク
事
賃
上
－
一
於
テ
、
諸
多
ノ
方
法
テ
交
々
反
覆
相
試
ム

ル
モ
花
持
数
年
－
一
一
日
一
リ
テ
竜
モ
治
癒
ノ
曙
光
テ
認
ム
ル
能
ハ
ザ
J

ル
症
例
ノ
如
キ
決
シ
テ
珍
ト
ス
ル
ニ
足
－
フ
ザ
ル
ナ
リ
。
固
ヨ
リ
骨
膿
蕩
手
術
後
ノ
死
腔
ノ
全
例
ガ
斯

ク
難
治
ナ
ル
一
ハ
ア
ラ
ズ
シ
テ
ハ
ザ
ロ
大
多
数
ハ
軍
ナ
ル
開
放
的
鹿
置
ノ
ミ
一
ヨ
リ
テ
比
較
的
迅
蓮
－
一
治
癒
－
一
越
ク
テ
以
テ
遁
則
ト
ス
レ
ド
モ
、
偶
々
斯
ノ
如
キ
難
症

－
一
於
テ
従
来
ノ
充
填
法
ガ
多
ク
奏
殻
セ
ザ
ル
理
由
テ
考
フ
ル
一
、
死
腔
ア
シ
テ
無
菌
化
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ノ
甚
グ
困
難
ナ
ル
震
－
一
術
後
化
膿
作
用
ノ
再
燃
ス
ル
コ
ト
、

下
術
後
－
一
於
ナ
ル
院
内
出
血
阻
止
ノ
困
難
ナ
ル
コ
ト
ト
ノ
嬬
－
一
充
填
物
質
ノ
癒
合
（
出
コ
一
三
一
口
口
問
）
ガ
妨
グ
－
フ
ル
、
二
師
ス
ペ
ク
市
シ
テ
共
ノ
主
因
ハ
死
腔
ノ
細
菌
繁

殖
ニ
在
ル
モ
／
ト
セ
ザ
ル
ペ
カ
ラ
ズ
。

余
等
ハ
夙
ニ
意
テ
此
ニ
致
シ
諸
種
ノ
方
法
テ
試

t
テ
臨
床
的
視
察
テ
行
フ
所
ア
リ
タ
ペ
刀
、
特
－
一
最
近
ノ
一
貫
例
－
一
於
－
ア
ハ
余
等
ノ
一
新
治
療
法
一
一
ヨ
リ
テ
初
メ

臨

賓

伊l

テ
難
治
ノ
骨
股
湯
花
脂
テ
全
治
セ
シ
メ
得
タ
ル
モ
ノ
ト
信
ズ
ル
ガ
故
－
一
、
悲
ニ
大
要
テ
記
遁
シ
テ
諸
家
ノ
批
判
テ
仰
ガ
ン
ト
欲
ス
。

床

患
者
小
鳥
某
。
五
十
阿
歳
、
向
業
。
昭
和
三
年
九
月
サ
七
日
入
院

選
傷
的
開
係
待
詑
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
シ
。

既
往
史
幼
時
ヨ
リ
木
症
／
他
二
省
出
山
ナ
シ
。
但
二
十
四
歳
頃
淋
疾
ヲ
怠
フ
。
煙
草
ヲ

曙
ム
モ
飲
酒
セ
ズ
。

現
遮
十
歳
頃
屋
根
ヨ
リ
墜
明
治
シ
常
時
ハ
何
等
ノ
痛
苦
モ
ナ
カ
リ
ジ
ユ
約
牛
月
後
ユ
至

リ
テ
突
然
、
全
身
違
和
惑
寒
等
ヲ
訴
へ
右
大
腿
下
端
－
二
柊
痛
ア
リ
二
三
日
＝
ジ
テ
設
部
－
一

俊
赤
腫
脹
ヲ
認
メ
約
一
ヶ
月
半
ノ
後
内
外
雨
側
＝
各
一
ケ
所
自
然
的
ユ
破
開
シ
帯
黄
色
謹

厚
ナ
ル
血
膿
漏
出
シ

9
p
o
主
（
ノ
後
何
等
啓
治
ヲ
加
7

ル
コ
ト
ナ
ク
放
置
セ
ル
＝
約
四
年

＝
シ
テ
排
膿
自
然
一
一
停
止
シ
創
面
一
時
金
治
シ
タ
リ
シ
モ
爾
後
二
十
二
一
一
一
歳
頃
迄
／
間
一
一

般
回
同
様
ノ
痕
状
7
反
獲
シ
タ
リ
。
二
十
三
歳
頃
ヨ
リ
約
二
十
年
間
ハ
大
穂
無
事
ナ
リ
シ

モ
過
劇
ナ
ル
隠
動
／
後
孟
ハ
該
部
一
一
軽
度
／
位
向
痛
ヲ
箆
エ
タ
リ
。
四
十
三
歳
頃
z

至
リ
該

部
ユ
激
痛
ヲ
訴
へ
前
例
／
知
ク
白
波
排
膿
7
見
タ
り
。
其
ノ
頃
ヨ
り
内
側
ノ
創
ハ
治
癒
シ

9
H
シ
モ
外
側
ノ
モ
／
ハ
現
今
－
一
至
ル
マ
デ
排
膿
ヲ
縫
績
ス
。
本
年
二
月
岡
側
膝
関
節
部

ノ
運
動
－
一
際
シ
柊
何
ヲ
一
抹
フ
ル
－
一
室
リ
同
時
ユ
若
干
／
臆
脹
ヲ
モ
認
メ
ダ
リ
。
数
日
前
右

大
腿
下
部
外
側
ナ
ル
腫
脹
部
ニ
切
開
ヲ
受
ケ
排
膿
ア
リ
9
ル
モ
、
翌
日
夏
＝
其
／
上
方
－
一

於
テ
自
然
的
＝
破
開
排
膿
ヲ
見
タ
リ
ト
一
E
7
0

食
思
夏
、
便
通
二
日
ユ
一
行
、
睡
眠
頁
好
。

入
院
時
J
所
見
憶
柊
大
。
祭
養
佳
頁
＝
シ
テ
頑
丈
ナ
ル
男
子
、
呼
吸
器
、
循
環
器
持

特
記
ス
ベ
キ
所
見
ヲ
認
メ
ズ
。
腹
部
ニ
異
常
ナ
ク
牌
、
肝
、
腎
臓
ヲ
等
ヲ
鯛
知
セ
ズ
。
皮

膚
、
臆
反
射
／
允
逢
ヲ
見
ズ
。
尿
ハ
帯
責
褐
色
清
澄
弱
同
性
、
比
重
一

O
一

o、
蛋
白
、

糖
、
「
イ
ン
ヂ
カ
ン
」
「
ヂ
ア
ツ
オ
」
、
州
川
引
川
反
照
等
絡
ベ
テ
陰
性
ナ

H
。

右
大
腿
患
部
ヲ
検
見
ル
ユ
左
側
＝
比
シ
テ
著
シ
ク
萎
小
シ
旦
ツ
約
二
崎
間
続
縮
見
。
之
一
－

反
シ
テ
右
膝
関
節
部
ハ
左
側
ヨ
リ
モ
粉
々
腫
脹
セ
リ
。
右
大
腿
ノ
下
端
外
側
一
一
テ
膝
関
節

部
ヲ
距
ル
四
様
指
上
方
－
一
テ
大
腿
長
軸
－
一
泊
ヒ
長
サ
約
二

O
糎
、
深
サ
約
二
糎
ノ
陥
問
性

ノ
奮
キ
機
痕
ヲ
凡
ル
。
周
回
ノ
皮
府
－
一
異
常
ノ
着
色
ナ
ク
痕
痕
ノ
略
々
中
央
－
一
直
冊
間
半
糎

／
痩
孔
上
下
二
伺
並
一
仕
シ
悪
臭
ア
ル
崎
市
液
性
格
色
澄
明
／
分
泌
液
相
常
ご
漏
出
ス
。
上
方

ノ
痩
孔
ヨ
リ
ハ
消
息
子
ヲ
姉
入
ス
ル
能
ハ
ザ
ル
モ
下
方
ノ
モ
／
一
一
テ
ハ
内
側
－
一
向
ツ
テ
約

四
糎
入
P
9
ル
慮
－
一
テ
粗
糖
ナ
ル
骨
一
由
7
閥
ル
、
此
際
何
等
ノ
出
血
モ
ナ
シ
。
マ
ダ
品
H

－一

ハ
可
動
性
ナ
シ
。
右
膝
閥
節
部
ハ
俳
骨
小
頭
ヲ
中
心
ト
シ
テ
直
径
約
四
純
／
範
悶
ガ
騒
ク

膨
起
シ
嶋
赤
色
ヲ
与
シ
熱
感
ア
リ
。
其
ノ
中
心
＝
於
テ
岡
形
ノ
療
孔
二
例
ヲ
凡
ル
。
悪
臭



ア
ル
黄
色
塊
厚
／
膿
様
液
ヲ
出
ス
。
消
息
子
ρ

凡
テ
ノ
方
向
－
一
半
梶
宛
持
入
シ
得
一
フ
ル
、

ノ
ミ
ナ
リ
。
膨
起
部
ρ

胸
診
上
一
般
ニ
探
力
性
軟
ニ
シ
テ
熱
感
（
上
越
）
及
ピ
著
明
ナ
ル
波

動
ヲ
詮
明
ス
ル
モ
座
店
叩
強
力
ラ
ズ
。
膝
関
節
ノ
運
動
ハ
健
側
二
比
シ
テ
著
シ
キ
障
碍
ヲ
認

メ
ズ
。血
液
像
、
赤
血
球
数

血

色

素

盆

穴

八

%

白
血
球
数

八
六

0
0

四
二

0
0
0
0
0

中
性
多
核
白
血
球
六
一
%
淋
巴
球
三
二
%

「
エ
オ
ヂ
ン
」
幡
好
細
胞
四
%
移
行
型
及
大
皐
核
白
血
球
三
%

品
同
創
面
分
泌
液
ヨ

p
寒
天
培
地
＝
穿
刺
猪
養
ヲ
試
ミ
タ
ル
ュ
葡
萄
状
ヲ
嬰
セ
ル
小
球
菌

ヲ
無
数
一
一
切
叫
メ
タ
リ
。

昭
和
一
一
一
年
十
月
一
日
第
一
回
手
術

正
規
／
列
阿
川
利
則
氏
消
毒
7
行
ヒ
「
ト
ロ
パ
コ
カ
イ
ン
」

0
・
0
六
腰
椎
麻
酔
ノ
下
＝

前
記
癒
痕
ニ
泊
三
軟
部
切
開
ヲ
加
へ
骨
一
ニ
遥
シ
タ
ル
＝
其
／
外
側
＝
於
テ
小
指
頭
ヲ
遁
ズ

ル
骨
窓
ヲ
形
成
シ
居
リ
此
ヨ

p
消
忠
子
7
掃
入
ス
ル
エ
約
一
一
極
ノ
深
サ
ヲ
有
ス
ル
骨
腔
ヲ

ナ
ス
。
コ
レ
ヲ
懇
閃
ス
ル
－
二
女
サ
八
糎
左
右
約
三
糧
／
大
サ
ヲ
有
シ
其
／
中
z
悪
臭
ヲ
放

ツ
醸
膿
肉
芽
組
織
及
・
少
許
／
品
目
砕
片
ヲ
容
ル
。
葱
－
一
於
テ
脅
墜
ヲ
可
及
的
態
除
シ
腹
内
ノ

疑
ハ
シ
キ
組
織
ヲ
盤
タ
掻
腿
シ
タ
ル
後
「
イ
パ
ノ

1
ル
」
ヲ
以
テ
洗
滋
シ
「
ヨ
ー
ド
ホ
ル
ム

ガ
l
ぜ
」

7
以
テ
緊
密
＝
栓
塞

v
軟
部
獲
孔
ヲ
モ
全
部
切
開
シ
テ
術
ヲ
終
ル
。
但
シ
病
径

ハ
関
仲
間
腔
ト
ハ
無
関
係
ナ
リ
キ
。

十
一
月
二
十
一
日
第
二
回
手
術

前
手
術
後
創
面
著
シ
ク
清
浮
ト
ナ
リ
タ
ル
モ
創
腔
深
ク
シ
テ
容
易
一
一
肉
芽
組
織
ヲ
以
テ

補
填
セ
ラ
ル
、
形
跡
ヲ
認
メ
鍛
キ
ヲ
以
テ
」
ヲ
冨
0
8
2
四’属。。『
r
o
『
＝
一
従
ヒ
「
ヨ
ー
ド
ホ

ル
ム
プ
ロ
ム
ビ
ー
ル
ン
グ
」
ヲ
行
7
0

卸
ナ
先
ヅ
千
倍
「

p
パ
ノ
1
ル
」
ヲ
以
テ
骨
膜
内
ヲ

洗
滋
シ
且
ツ
創
縁
ヲ
税
血
性
－
一
新
鮮
ナ
ラ
シ
メ
型
ノ
知
ク
館
内
ヲ
止
血
乾
燥
セ
シ
メ
タ
ル

後
「
ヨ

1
ド
ホ
ル
A

プ
ロ
ン
ベ
」
ヲ
溶
融
セ
シ
メ
タ
ル
健
品
テ
、
法
入
シ
其
／
上
ノ
皮
府
ヲ
縫

合
ス
。

第
六
巻

F、
臨

床
'-' 

由

茅

十
一
月
サ
八
日
制
面
化
膿
シ
少
量
ノ
「
プ
ロ
ン
ベ
」
物
質
自
然
一
一
漏
出
セ
ル
ヲ
以
テ
会

縫
合
総
ヲ
抜
去
シ
創
縁
7
移
開
セ
シ
ム
。
胞
内
分
泌
液
ノ
培
養
一
一
ヨ
り
テ
苛
色
葡
補
吠
商

ヲ
得
タ

p
。
爾
後
四
単
「
ガ
ー
ゼ
」
／
「
タ
ム
ポ
ナ

1
デ
」
ヲ
緩
綴
シ
ツ
、
一
際
内
病
芽
ノ
消
長
7

検
ス
。十
二
月
ご
十
二
日
滅
菌
食
堕
水
ヲ
股
内
ユ
盛
H
タ
ル
品
川
約
五

O
括
ニ
テ
充
盈
セ
リ
。

其
ノ
中
ヨ
リ

0
・
五
括
ヲ
取
り
一
ア
寒
天
培
養
面
ユ
培
養
シ
翌
日
検
シ
タ
ル
ユ
無
数
ノ
瑠
執
務

ヲ
認
メ
タ
リ
。

昭
和
四
年
一
月
サ
三
日
滅
菌
念
臨
水
ヲ
骨
腔
内
＝
充
満
セ
シ
メ
タ
ル
昌
三
三
・

O
都
内

ヲ
要
シ
タ
リ
。
主
（
／
中
ヨ

H
0
・
五
鉛
7
ト
P
テ
培
養
セ
ル
二
焚
落
無
数
。

一
月
サ
九
日
、
一
一
月
一
一
目
、
二
月
六
日
、
何
レ
モ
一
月
サ
三
日
ユ
於
ケ
ル
ト
同
様
ノ
成

績
ヲ
一
京
シ
タ

p
o

二
月
十
六
日
第
三
回
手
術

「
ト
ロ
パ
コ
カ
イ
ン
」
腰
椎
麻
静
ノ
下
ユ
右
鼠
践
溝
ヲ
距
ル
三
糎
ノ
部
分
ヨ
り
約
四
瓶
f

長
サ
ユ
一
日
一
リ
川
川
刈
叶
斗
氏
股
動
脈
外
暦
切
除
術
ヲ
行
7
0

二
月
二
十
日
滅
碕
食
砲
水
7
骨
腔
内
二
糊
シ
タ
ル
－
二
一
八
・

O
銘
ヲ
要
シ
タ

P
。
其
ノ

中
ヨ
リ

0
・
五
施
ヲ
取
リ
テ
培
養
セ
ル
品
中
等
皮
／
楽
落
数
ヲ
認
メ
担
リ
。

二
月
廿
六
日
食
間
関
水
ヲ
脅
腔
－
一
充
シ
タ
ル
品
二
六
・

O
苅
ヲ
要
シ
タ
リ
其
ノ
中
ヨ

Y

0
・
五
銘
ヲ
取
リ
テ
培
養
セ
ル
＝
全
然
唱
歌
落
ヲ
認
メ
ズ
会
ク
無
菌
十
リ
キ
。

一
一
一
月
五
日
骨
腔
内
z
充
盈
セ
シ
メ
タ
ル
食
附
水
五
・

O
路
中
ヨ
リ

0
・
五
粍
ヲ
取

p
－7

培
養
セ
ル
ユ
褒
落
無
徴
。

三
月
十
二
日
骨
腔
ヲ
充
タ
ス
＝
食
間
脱
水
二
一
一
7
0
銘
ヲ
要
ジ

9
p
。
英
中
ヨ
リ

0
・五

括
ヲ
取
リ
テ
培
養
セ
ル
＝
褒
落
無
数
。

一
一
一
月
十
六
日
千
倍
「
リ
バ
ノ
ー
ル
」
ヲ
以
テ
腔
内
洗
様
。

三
月
十
七
日
間

O
O倍
「
ト

p
パ
フ
ラ
ピ
ン
タ

y
ポ
ナ
l
J
T
L
ヲ
始
ム
。

三
月
十
八
日
滅
前
食
賂
水
ヲ
骨
胞
内
＝
充
盈
セ
ジ
メ
タ
ル
ユ
ニ
コ
一
・

O
括
ヲ
要
シ
夕

日
。
其
／
中
ヨ
リ

0
・
五
銘
ヲ
取
リ
テ
卒
板
鳩
養
ヲ
行
ヒ
タ
ル
－
ニ
栄
落
無
放
。

一
五
五
九

〈
第
六
時
抗

一
三
九
〉



第
六
容

F『

箇

茅

床

由

三
月
十
九
日
爾
後
「
単
ガ
ー
ゼ
タ
ム
ポ
ナ
1
デ
」
ヲ
行
7

。

四
月
十
五
日
骨
胞
内
＝
食
腹
水
ヲ
充
シ
タ
ル
昌

二
O
路
7
要
シ
タ
リ
。
其
ノ
申
ヨ
P

0
・
五
苅
ヲ
取
リ
テ
培
養
セ
ル
品
交
落
無
数
。

四
月
廿
七
日
第
凶
回
手
術

「
パ
ン
ト
ポ
ン
・
ス
ヨ
ポ
ラ
ミ
ン
」
皮
下
法
射
「
ト
ロ
パ
コ
カ
イ
ン
」
腰
椎
麻
酔
／
下
－
一

例
劇
、
刻
樹
氏
一
三
従
ヒ
右
側
腰
格
交
感
紳
経
節
傑
索
切
除
術
ヲ
行
ヒ
同
時
－
7
大
綱
膜
ノ
大

部
分
7
切
除
シ
テ
、
温
メ
タ
ル
生
理
的
食
腫
水
中
＝
保
存
シ
賞
キ
、
次
デ
右
大
腿
部
／
創

面
ヲ
新
鮮
－
一
シ
侍
股
ヲ
鋭
匙
ヲ
以
テ
充
分
ユ
一
刻
り
止
血
ヲ
厳
重
一
一
シ
F
t
N
後
、
創
面
ノ
上

方
約
一

O
縄
／
部
迄
皮
切
ヲ
加
へ
大
綱
膜
／
一
端
7
筋
肉
間
一
二
型
浅
セ
シ
メ
コ
、
一
二
三
一

ノ
関
定
縫
合
ヲ
施
シ
大
綱
膜
ノ
他
／
遜
駿
端
ヲ
死
腔
内
－
一
在
－
フ
シ
メ
9
9
0
但
シ
大
網
膜

ハ
死
腔
ノ
全
部
7
悉
ク
充
填
ス
ル
＝
ハ
足
一
プ
ザ
リ
キ
。
其
ノ
上
＝
筋
膜
縫
合
及
ピ
皮
膚
縫

一
五
六
O

（
第
六
披

－m
O）
 

合
ヲ
行
7
0

五
月
五
日
大
腿
手
術
創
／
縫
合
総
ヲ
抜
去
z
。
大
網
膜
ヲ
同
定
シ
タ
ル
部
分
ノ
手
術

創
ハ
軽
キ
創
傷
感
染
－
一
階
ヰ

p
、
創
液
少
量
漏
出
ス
。
然
レ
ド
モ
骨
腔
ト
ハ
会
。
無
関
係

ナ

p
。
五
月
六
日
連
鎖
状
・
葡
萄
状
球
商
混
A
V
「
コ
ゲ
チ
ゲ
ン
」

7
0蛇
皮
下
注
射
ヲ
始
メ
同

時
一
一
創
面

一一「
l
p
パ
ノ
l
ル・
9
ン
ポ
ナ
1

－T」
7

行
7
。
2

ノ
創
面
ハ
大
部
分
表
格
性
一
一

シ
テ
一
部
分
品
川
約
二
糠
／
療
孔
ア
ル
モ
コ
ハ
骨
腔
ト
何
等
ノ
関
係
ヲ
有
セ
ズ
傍
腔
ソ
レ
自

身
ハ
会
タ
閉
鎖
セ
ラ
レ
居
ル
ヲ
認
ム
。
歩
行
運
動
尋
常
ユ
シ
テ
何
等
／
患
脊
ヲ
モ
訴
7

ル

コ
ト
ナ
シ
。

六
月
サ
三
日

大
月
サ
九
日

外
景
潟
真
撮
影
（
第
二
園
）

「レ

ン
ト
ゲ
ン
L

潟
国
民
撮
影
（
第
一
隅
）

討

究

詑

Z

考

察

前
項
記
載
ノ
如
ク
下
肢
骨
膿
務
手
術
後
ノ
死
一
脳
－
一
針
ス
ル
余
等
ノ
新
治
療
法
ハ
三
ツ
ノ
要
素
ニ
ヨ
リ
テ
構
成
セ
ラ
ル
。
印
チ
、
共
J

一
ハ
例
劇
・
刻
樹
氏
腰
薦
部

交
感
帥
経
節
切
除
術
－
一

シ
テ
、
共
J

ニ
ハ
大
網
膜
テ
以
テ
ス
ル
骨
死
腔
充
填
法
、
而
シ
テ
共
ノ
一
二
ハ
大
網
膜
ノ
有
率
性
移
植
帥
チ
込
ナ
リ
。

是
等
ノ
中
－
一

テ
共
ノ
一
及
ピ
共
ノ
ご
ハ
個
々
別
々
ニ
ハ
既
エ
本
疾
患
ニ
針
シ
テ
臨
床
的
臆
用
テ
試
、i
フ
レ
タ
ル
所
ニ

属
シ

、
刻
劃
氏
ハ
（
大
王
十
五
年
）
霊
症
慢
性
ー

化
膿
性
骨
髄
炎
（
下
肢
骨
）
ノ
九
例
－
一
前
記
氏
等
ノ
手
術
テ
行
ヒ
七
例
－
一
一
於
テ
顕
著
ナ
ル
妓
m交
治
癒
日
数
ノ
短
縮
）
テ
認
メ
他
ノ
二
例
ニ
於
テ
ハ
撞
孔
テ
遺
残
セ
シ
コ

ノ
治
癒
日
数
テ
品
質
シ
未
グ
以
－
ア
理
想
的
治
療
法
ト
稿
ス
ル
コ
ト
テ
得
ザ
リ
キ
。

ト
テ
報
告
シ
タ
リ
。
然
レ
ド
モ
氏
ノ
揚
合
－
一
在
リ
テ
ハ
創
面
ハ
常
一
一
開
放
的
鹿
置
テ
要
シ
タ
ル
ガ
故
－
一
、
タ
ト
へ
著
シ
ク
一
知
縮
セ
シ
メ
得
ペ
シ
ト
ハ
云
へ
向
ホ
相
賞

叉
大
網
膜
ノ
移
制
的
充
填
法
ハ
既
漣
ノ
如
ク
ヨ
き
こ
同一
号
己
・

P
戸一互
三
氏
等
－
一
ヨ
リ
テ
創
メ
ラ
レ
タ
ル
モ
J

ナ
レ
ド
モ
余
等
ノ
行
ヒ
タ
ル
ガ
如
ク
健
康
筋
肉
内

ニ
共
ノ

一
端
ラ
牧
メ
他
端
テ
死
院
内
ニ
牧
j

宛
然
有
蓋
組
織
片
ナ
ル
カ
ノ
如
ク
鵡
セ
ル
モ
ノ
一
－
ア
ハ
非
ズ
、
従
テ
余
等
ノ
行
ヒ
タ
ル
ガ
如
キ
大
網
膜
移
杭
術
式
ハ
余

等
ラ
以
テ
鴎
矢
ト
ナ

ス
ペ
キ
ガ
如
、
ン
。
然
レ
ド
モ
軍
ニ
大
網
膜
移
髄
法
ノ

E
テ
以
テ
完
全
ナ
ル
治
癒
テ
期
待
ス
ル
ハ
後
述
ノ
現
南
ニ
ヨ
リ
テ
此
テ
高
金
ノ
策
ト
稿
ス

ル
コ
ト
テ
得
ザ
ル
ペ
ク
、
宮

E
nE
g
c－
P
F
2
2
ノ
手
術
－
一
針
シ

一プ

E
5、
氏
（
一
九
二
ハ
）
ガ
「
骨
死
腔
ノ
充
填
－
一
向
テ
ノ
大
網
膜
移
航
法
ハ
無
盆
ナ
ル
手
術

（
開
腹
術
）
テ
婆
ス
ル
ガ
故
一
二
般
的
感
用
テ
見
ル
能
ハ
ザ
ル
ケ
ン
」
ト
ノ
意
見
テ
費
表
シ
、

HhE
氏
モ
亦
「
有
モ
移
柄
物
質
テ
以
テ
骨
死
腔
テ
充
填
セ
ン
ト
ス
ル



趨
慮
症
－
一
闘
ス
ル
限
リ
皮
下
脂
肪
組
織
ハ
常
ニ
其
ノ
路
用
範
囲
テ
有
ス
ト
謂
ツ
ベ
キ
ナ
リ
」
ト
蓮
ペ
タ
ル
コ
ト
ノ
定
－
一
安
常
ナ
ル
テ
思
ハ
シ
ム
ρ

然
－
フ
パ
余
等
ガ
地

ニ
一
新
治
療
法
ト
シ
テ
前
記
三
手
術
テ
包
含
セ
ル
術
式
テ
推
奨
ス
ル
ノ
根
撮
ハ
果
、
ン
ア
奈
謹
－
一
此
テ
求
ム
ペ
キ
ャ
。

抑
モ
、
骨
膿
蕩
手
術
後
ノ
死
腔
ノ
治
療
が
至
難
ナ
ル
理
由
ノ
一
ハ
ソ
レ
テ
容
易
一
一
無
菌
的
ト
ナ
シ
得
ザ
ル
コ
ト
ニ
在
リ
テ
諸
多
ノ
充
填
法
ガ
無
殻
－
一
一
終
ル
主
因
号

亦
タ
寅
ニ
此
鮪
－
一
懸
寄
ス
ル
ナ
リ
。
カ
ル
ガ
故
ニ
慢
－
一
大
網
膜
ノ
死
腔
充
填
物
質
ト
シ
テ
ノ
作
用
ガ
他
ノ
諸
組
織
ノ
ソ
レ
ユ
優
越
セ
リ
ト
ナ
ス
モ
、
院
内
病
芽
ノ
撲

諒
ニ
針
シ
テ
特
種
ノ
顧
慮
テ
依
キ
タ
ル
従
来
ノ
方
法
テ
以
－
プ
慮
用
セ
－
フ
ル
、
限
リ
、
共
ノ
良
債
ハ
甚
ダ
不
充
分
ニ
ノ

t
環
境
セ
ラ
ル
ベ
ク
師
一
一
漣
ペ
タ
ル
ガ
如
ク
、

3
5
J
F
2
0円
民
等
ノ
此
言
ア
ル
ハ
営
然
ナ
リ
ト
言
ハ
ず
ル
ペ
カ
ラ
ズ
。

余
等
ハ
本
例
－
一
於
－
ア
「
リ
バ
ノ
ー
ル
」
寸
ト
リ
パ
フ
ラ
ピ
ン
」
等
ノ
如
キ
有
効
ナ
ル
消
毒
剤
テ
膳
用
シ
タ
ル
ニ
モ
拘
－
フ
．
ス
培
養
試
験
ニ
ヨ
リ
テ
示
サ
レ
タ
ル
如
ク
宅
モ

死
股
内
病
芽
ノ
護
育
テ
阻
止
ス
ル
コ
ト
テ
得
ザ
リ
シ
二
反
シ
忠
ユ
円
宮
民
手
術
後
十
目
前
後
－
一
於
a

ア
ハ
殆
ド
無
菌
的
歌
態
ニ
到
達
セ
シ
ム
ル
コ
ト
テ
得
、
然
モ
此
欣

態
ハ
少
ク
ト
モ
無
菌
－
一
近
キ
蹴
態
）
ハ
決
シ
テ
永
続
的
ナ
ル
ニ
非
ズ
シ
テ
問
手
術
施
行
後
二
週
間
蝕
ニ
シ
テ
再
ピ
術
前
ノ
扶
態
－

此
事
貫
ト
レ
リ
ツ
シ
ユ
氏
手
術
ノ
生
理
的
作
用
ト
ニ
立
脚
シ
テ
考
察
ス
ル
ニ
、
局
所
ノ
血
液
循
壊
ガ
旺
盛
ト
ナ
レ
パ
死
腔
内
病
芽
ノ
護
育
ハ
甚
グ
有
妓
ニ
阻
止
セ

ラ
レ
、
之
一
反
シ
テ
局
所
ノ
血
流
ガ
低
下
ス
ル
カ
或
ハ

E
常
ニ
復
時
ス
ル
ニ
至
レ
パ
病
芽
ハ
再
ピ
旺
盛
ナ
ル
護
育
テ
恋
－
一
ス
ル
ガ
如
シ
。
卸
チ
余
等
ノ
新
治
療
法
ノ

骨
子
ハ
交
感
神
経
節
切
除
術
ニ
依
ル
血
行
ノ
蕗
準
－
一
由
リ
テ
持
チ
来
サ
レ
タ
ル
死
院
内
ノ
一
過
性
無
菌
化
欣
態
ノ
時
期
テ
利
用
シ
テ
以
テ
骨
腔
充
填
法
テ
奏
殻
セ
シ

メ
ン
ト
ス
ル
ニ
他
ナ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。

J

ナ
ル
コ
ト
ハ

既
ニ
腰
薦
部
交
感
神
経
節
切
除
術
ガ
下
肢
ノ
血
流
テ
甚
ダ
著
名
－
一
増
加
セ
シ
メ
共
ノ
殻
果
ノ
程
度
及
持
続
性
ガ
レ
リ
刊
ノ
喝
丸
山
氏
手
術
ノ
ソ
レ
ア
迫
－
一
凌
駕
ス
ル
毛

9
5
2
。R

。z
g］
「
宮
）
山
町
印
刷
利
氏
等
ノ
寅
験
的
研
究
並
－
一
刻
樹
氏
ノ
臨
床
的
観
察
－
一
ヨ
リ
テ
明
白
ニ
立
誼
セ
ラ
レ
タ
ル
所
－
一
シ
テ
依
テ
以
－
ア

創
面
ノ
治
癒
テ
迅
蓮
ナ
ラ
シ
J

伺
時
ニ
死
腔
内
ノ
病
芽
テ
抑
制
シ
移
植
組
織
ノ
癒
合
（
開
5
Z
F
Z
D的
）
テ
多
々
相
続
々
容
易
ナ
ラ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
思
惟
セ
ラ
ル
。

次
ニ
骨
死
腔
ノ
充
填
物
質
ト
シ
ア
新
鮮
ナ
ル
自
家
大
綱
組
織
テ
臆
用
シ
タ
ル
症
例
ハ
女
献
上
極
メ
テ
少
数
ニ
シ
テ
既
述
ノ
如
ク
、
此
ガ
施
行
－
一
首
リ
テ
ハ
無
益

〈
？
｝
一
シ
テ
且
ツ
若
干
ノ
危
険
テ
モ
件
フ
ペ
キ
開
腹
術
テ
必
要
ト
ス
ル
艶
テ
象
グ
－
プ
従
来
却
テ
此
テ
排
撃
シ
タ
ル
ノ
観
ア
リ
。
然
レ
ド
モ
余
等
ノ
方
法
－
一
於
テ
ハ
開

腹
術
ハ
決
シ
テ
無
益
ナ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
却
テ
骨
死
院
治
療
上
有
殻
－

7
Yプ
且
ツ
必
要
ナ
ル
操
作
ノ
一
宇
テ
占
ム
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
故
ニ
大
網
膜
移
植
片
ノ
切
除
ノ
如

キ
ハ
此
ノ
治
療
上
必
要
ナ
ル
開
腹
術
（
伊
藤
・
大
津
氏
手
術
）
ノ
序
テ
以
テ
セ
ル
一
小
副
手
術
ト
シ
テ
極
メ
テ
容
易
ニ
遂
行
ス
ル
コ
ト
テ
得
デ
ン
。

往
時
唱
へ
－
フ
レ
タ

第
六
品
位

F「

臨

S民...... 

由

茅

一
五
六

（
第
六
競

一
四
一
〉



第
六
谷

F『

臨

康
~ 

由

茅

一
五
大

（
第
六
競

一
四
二
）

ル
開
胞
術
ソ
レ
自
身
－
－
ヨ
リ
テ
鷲
サ
ル
、
危
隙
、
或
ハ
大
網
組
織
結
殺
後
ニ
見
タ
リ
ト
栴
ス
ル
凪
栓
形
成
等
ノ
如
キ
ハ
棋
メ
テ
M

怖
い竹
ナ
ル
例
外
ニ
属
ス
ペ
キ
モ
ノ
－

シ
テ
外
科
手
術
ノ
準
歩
シ
タ
ル
今
日
、
合
理
的
－
一
シ
テ
卓
越
セ
ル
本
治
療
法
ノ
柑
以
来
ノ
前
－
一
ハ
敢
テ
顧
慮
ス
ル
ノ
要
ナ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。

由
来
骨
死
腔
ニ
移
植
セ
ラ
レ
タ
ル
組
織
ハ
局
所
ニ
於
－
ア
壊
死
、
吸
牧
、
再
生
等
ノ
機
特
テ
経
テ
漸
次
結
締
織
化
シ
同
時
，
一
周
園
骨
膜
ヨ
リ
ノ
骨
一
件
生
ア
リ
テ
途
－
一
之

ガ
充
填
テ
完
成
ス
ル
モ
ノ
ト
セ
ラ
ル
、
ガ
故
ニ
比
較
的
結
締
織
化
シ
易
キ
大
網
組
織
ノ
如
キ
テ
用
フ
ル
ハ
最
適
嘗
ナ
ル
方
法
ナ
ル
ア
ン
。

E
ツ
余
等
ノ
大
網
膜
移
他

方
法
ニ
於
テ
ハ
其
ノ
全
部
テ
悉
ク
骨
死
院
中
へ
充
填
シ
去
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
シ
ア
一
端
テ
健
康
筋
肉
内
へ
移
植
シ
他
端
テ
以
テ
骨
死
腔
ノ
充
填
ヲ
計
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

余
等
ハ
此
ノ
方
法
ニ
ヨ
リ
ア
骨
死
腔
内
移
植
片
全
部
ガ
念
劇
一ニ
凡
テ
壊
死
一
一
陥
ヰ
ル
コ
ト
テ
防
ガ
ン
ト
企
－
ア
タ
リ
。

此
ノ
如
キ
方
法
ガ
上
記
ノ
目
的
一
一
向
ツ
テ
来
シ
ア
幾
何
ノ
岐
川
市
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
ヤ
一
就
－
ア
ハ
別
ニ
貰
験
的
ノ
立
誼
根
擁
テ
必
要
ト
ス
ル
ハ
勿
論
ナ
レ
ド
モ
移
植
大

網
膜
テ
、
未
ク
全
ク
無
菌
的
ト
ハ
嬬
シ
難
キ
骨
死
腔
中
へ
直
チ
ニ
全
部
充
填
シ
タ
ル
揚
合
ヨ
リ
モ
上
記
ノ
如
キ
有
翠
移
植
法
ノ
方
カ
ヨ
リ
多
ク
目
的
ニ
叶
フ
モ
ノ
タ

ル
ペ
キ
コ
ト
テ
信
ズ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

之
テ
要
ス
ル
ニ
本
例
ハ
手
術
的
－
一
局
所
ノ
血
行
テ
旺
慌
ナ
ラ
シ
メ
ソ
レ
一
一
ヨ
リ
テ
始
メ
テ
陪
賓
ナ
ル
骨
死
腔
ノ
無
菌
化
テ
成
シ
途
グ
得
タ
ル
コ
ト
及
ピ
結
締
織
化

シ
易
キ
自
家
大
綱
組
織
ア
シ
カ
モ
有
翠
性
－
一
移
植
シ
以
テ
移
植
片
全
部
ノ
念
劇
ナ
ル
壊
死
テ
防
禦
シ
得
タ
ル
コ
ト
ノ
三
県
素
ノ
綿
合
的
作
用
ニ
ヨ
リ
テ
完
全
－
一
治
療

ノ
目
的
ヲ
建
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
考
ヘ
ラ
ル
。

最
後
－
一
此
ノ
臨
床
賞
例
ニ
於
－
7
考
察
ス
ペ
キ
軍
要
ナ
ル
他
／
一
事
項
ア
リ
。
ソ
ハ
印
チ
各
種
消
毒
鶏
ナ
ル
モ
ノ
、
枝
川
市
－
一
閥
ス
ル
問
題
ナ
リ
。
印
チ
余
等
ノ
質
例

－
一
於
－
ア
ハ
最
近
賞
用
セ
－
フ
ル
、
「
リ
バ
ノ
ー
ル
L
モ
「
ト
リ
パ
フ
ラ
ピ
ン
」
モ
骨
死
胞
内
テ
無
菌
ト
鵡
ス
ヨ
ト
能
ハ
ザ
リ
キ
。
雷
－
一
無
菌
ト
錦
、
ン
得
ザ
ル
ノ

E
ニ
止
－
フ
ズ

無
菌
－
一
近
キ
欣
態
－
一
サ
ヘ
モ
持
チ
来
ス
コ
ト
能
ハ
ザ
リ
キ
。
余
等
ハ
ア
リ
ト
ア
ラ
ユ
ル
一
切
ノ
消
毒
築
テ
試
問
シ
タ
リ
シ
ニ
ア
ラ
ズ
ト
雄
、
此
ノ
事
質
ヨ
リ
シ
テ
他

ノ
如
何
ナ
ル
消
毒
薬
テ
以
テ
モ
死
腔
内
品
ノ
無
菌
ト
嬬
シ
得
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
断
言
ス
ル
ニ
樺
－
フ
ザ
ル
モ
f

ナ
リ
。
消
毒
薬
ナ
ル
モ
ノ
、
劫
以
来
ソ
レ
此
ノ
如
シ
。

然
ル
一
レ
リ
ツ
シ
ユ
氏
ノ
手
術
テ
行
ヒ
タ
ル
後
四
日
目
ニ
シ
テ
検
シ
タ
ル
一
死
腔
内
ノ
細
菌
数
ハ
非
常
－
一
減
少
シ
手
術
後
十
日
目
・
一
於
テ
ハ
全
ク
無
菌
ナ
ル
コ
ト

テ
立
誼
シ
得
タ
リ
。
而
シ
テ
此
間
何
等
ノ
消
毒
薬
テ
モ
併
肘
シ
タ
ル
ニ
非
ズ
、
局
所
ハ
全
ク
無
菌
的
虚
置
ノ
下
一
一
繍
帯
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
一
過
ギ
ザ
リ
シ
ナ
リ
。
然
ル
一

越
テ
七
日
目
印
チ
手
術
後
十
七
日
関
与
於
テ
骨
死
腔
ハ
再
ピ
無
数
ノ
細
商
教
テ
示
、
ン
タ
リ
。

以
上
ノ
事
賞
ニ
ヨ
リ
テ
考
察
ス
ル
ニ
血
液
ノ
供
給
不
充
分
ナ
ル
組
織
ニ
ア
リ
テ
ハ
如
何
ニ
強
力
ナ
ル
消
毒
薬
テ
試
用
ス
ル
モ
以
テ
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Ober eine neue Methode zur Heilung des nach Operation 

von Knochenabszess entstandenen toten Raumes. 

Von 

Dr. N. YUGAYA, 

Dozenten der Klinik. 

〔Ausder Kais. chir. Universitatsklinik, Kyoto (Prof. Dr. R. Torikata.）〕

Zunachst schicken wir den Protokollauszug als Tatbestand voraus : 

Patient Kosrm1A, 54 j., Fischer, am 2i・ IX. 1928 wegen chron. Knochenabszess in die Klinik aufgenommen. 

Im IO. Lebensjahre plotz1ich Schmerzen am Epikondylenteil des rechten Obersd悶

allgemeiner Mattigkeit. Nach einigen Tagen schwoll die genannte Gegend rδtlich an. Nach einem Monate brach die 

Gegend median und lateral je an einer Stelle spontan nach aussen durch und es entleerte sich dickflussiger blutiger 

Eiter. Ohne jede artzliche Behandlung haben sich die Fisteln nach 4 Jahren spontan wieder zugeschlossen. Bis zum 

23・ Lebensjahre bekam der Patient einige Male Rezidive, danach merkte er 20 Jah閃 langfast gar nid出 vonseiner 

Krankheit. In seinem 43. Lebensjahre klagte der Patient l.iber spontane Schmerzen an der alten Stelle des rechten 

Oberschenkels, die bald darauf spontan wieder durchbrach. Die mediane Fistel heilte zu, jedoch hbrt die laterale 

Fistel bis heute noch nicht auf, eitrige Sekrete abzusondern. Im Februar 1928 bekam der Patient Schmerzen an der 

rechten Kniegelenkgegend und eine diffuse Anschwellung am lateralen Ende des rechten Oberschenkels. Vor einigen 

Tagen wurde die Stelle zur Entleerung des Eiters inzidiert. Oberhalb der Inzisionswunde brach die angeschwollene 

Stelle spontan durch; es entleerte sich eitrige Flussigkeit. 

Status praesens (am IX r928.) 

総~（~ 【盤蛍】 但特 1 同4（同 （量産4（鶴 1 gr同〉



電量4~~ 【盤蛍】 也事令 1 同4く4く （年寄fく鑓 I ID 4~ ） 

Ein grosser, stark gebautcr, gut ernahrter Mann. Innere Organe ganz in Ordnung; Urin normal. Der rechte 

Oberschenkel stark verdunnt, ca. 2 cm kiirzer als der linke. Epikondylenteil stark angeschwollen. Etwa eine halbe 

Handbr℃it oberhalb der Kniegelenkspalte befindet sich eine 2οcm lange, ca. 2 cm Tiefe alte Narbe lateral des Obers-

chenkels. In der Mittc cler Narbe sieht man 2 0百nungenvon ca. 0,5 cm Durchmesser mit einem br加mlichgefarbtじn,

scrl"isen, stinkcndcn Sekret in massiger Menge. Durch die untcrc Offnung ist eine Sonde etwa 4 cm nach inncn 、md

unten fohrbar, bis sie an eine rauhe Knochen日記heanst6sst, wobei weder Blutung noch Beweglichkeit des Knochens zu 

konδta tierじnist. 

Die rcchte Kniegelenkgegend ist um das Fibulakupfchcn hcrum in einem Durchmcsser von ca. 4 cm diffus, clunke 

lrt'itlich angeschwollcn, Ruktuierend und fohlt sich heiss an. In der Mitte der Anschwellung befinden sich 2 Fisteln mit 

cincr gd blichgrauwei ~sじ n, dickeitrigen, stinkendcn Fli.issigkcit. Alie Bじwcgung己nd己S Kniegelcnks sind nor・ma!.

I. I. r928, Operation unter Ri.ickじnmarbanasthesie. Entlang der altcn Narbe lateral d心srechten Obcrschcnkel行 lコis

auf dじn Knoch心11cingcschnitten. Der Femur zeigte hi巴rcine kleinfingerkuppengrossc Fistel, die <lurch Abmcissじlung

dじS Knυcl1ens noch vcrgr叫にrtwurdc. Es befi.ndct sich hier einc 8 cm lange, 3 cm br℃cite, ellipti旨che Abszじa呂hιihlじ
mit I】 hologischer Gr勾anLttion (pyogener Membr畠n), stinl王erem Eiter und karios zerfallenem, ca. 2 cm la昭 cm

Knochじ11stl'1ck. Ausraumung der Knochenabszesshohle, Muldenbildung und Tamponade der Hohle mit Jodoformgaze. 

2 r. XI. r9~8, Operation, Jodoformplombicrung des toten Knochenraumes nach Mosetig・Moorhof.

28. XI. r928, Vereiterung der ¥Vunde; Plombenmasse entfernt; Staphylococcus pyogenes aureus ＇礼rurdcim Eitcr 

kulturell nachgewiesen. Aseptische Gazetamponade. 

22. XII. r928. Die Ka1なzibtιIcrKnochenhi>hle betr~igt ctwa 50 ccm; 0,5 ccm cler hincingじflilltenKochsalzlυ日ung

crgaben suf I'lattenkultur unzahlige Kolo川en.

23. I. 1929・DieKapazitat der l~nochenhiihle ca, 33 ccm. o,S. ccm der hineingefUl!ten Koch込 lz!Osungcrgalx:n 

unzahiigc I三olonienauf einer l'lattenkultur. 



2). I.. 2. IL und 6. II. Der gleiche Rじfundwie am 23. I. 

r(i. II. Operation: pcriarterielle Sympathcktomic nach L~riche unter Rachicocainisation. 

20. II. Die lふpazititclcr .K110che11h:ihle ca. 28 ccm; 0,5 {:Cm d己rhineingcfullten Kochs:ilzlosung ergaben Z＼＼引－

¥Vじnigじrals vorhcr，九bcr<loch unzahligc Kolonien auf eincr Plattenkultur. 

2:). II. 10 Tag-e nach dcr Lerich~’schen Operation. Die Kapazit:it dcr Knochenh・jhle betragt ca. 2δ ccm; 0,5 

ccm der hi山 ingcfulltenKochsalzlosung ergaben gar keine Koloi1ien mehr auf dcr Plattenkultur. Di巴 Knochenhゐhie

erwies sich somit als ganz aseptisch. 

5. III. 17 T江日εnach d己rLeriche’schen 01〕じration 0,5 ccm dcr die Knochcnhiihk gefullten Kochsalzli>sung ergaben 

wicdct・unz江hligeKolonien auf clcr Pla:ttenkultur. 

I 2. III. 1〕1e Kapazit:i.t der Knochenhiihk ca. 23 ccm. Diじ Zahlder Kolonien auf der Platt1..・nkultur mit 0,5 ccm 

clcr hineingeflilltcn Koch吋alzlみsung¥¥・ar・wicdじ1・unz孟hlig.

16. III. Spi.ilung der Knochenhrihlc mittels Rivanolliisung ( l :"<£,). 

17. 111. Tamponade der Knochenhi:ihle mittds aseptischer G.tz山 treifen, diじ noch mit eincr Trypa日川：jnliisung 

( r : 400) durchtrankt sind. 

18. III. Die Kapazit~i.t der Knocncnlぃhlcca. 23 ccm. 015 cetn der heineingefullten Koch叫 J7，）けsungergabcn unz'ihligc 

Kolonien auf eincr l'lattenkultur. 

19. III. Tamponade der Knochcnhi:ihle mittels einfacher steriler Gazestreif，じ11.

15. IV. I〕ieKapazit:it der I三nochcnhiihlecλ. 20 ccm. 0,5 ccm der hincingefollten Koch叫 lzliisungcrg・ab己nunz:1hligc 

Kolonien auf einer Plattenkultur. 

27. IV. Operation: Die lumbo-sacralc Sy1111川thico-Ganglionektomicn礼ch Ito-Osawa unter R:lchicocainisation und 

Pantoponscopolan 

wurde dann an cinem Enιle in die Mwづkeln,am anclcren Ende in die durch gn1ndliche Ausl王ratzungpathologischer 

事者 4（~ 【歯蛍】 但争長 1同-J.(・.μ （様1＜告書 1 gr・t')



主義 1（~ 【留低】 也令長 1 f!:l-l(< （総4く録 1 fil <) 
Granulation und Blutstillung vorbereitete Knochenhらhle implanticrt, damit sich das Implantat nicht ganz im toten 
h:nochcnraum befindet, sondcrn ein Tei] dessclben mit der gesunden Muskulatur in der N孟hedes toten Raumes rasch 
einheilt. Faszienn;1htc und Hautnahte. 

5. V. Nahte entfcrnt. Die Partie der Wundじ ander Haut, die zur Implantierung des Netzes in die l¥fo,.;kulatur 
angelegt worden war, ist teilwei日 infiziert;die Knochenhohle bleibt jedoch ganz zugeschlossen. 
6. V. Das Staphylo・Strepto-Koktigen(Torikata) in der Menge von r ,o ccm subkutan injiziert. Die oberflachlich 
in日zierteStelle der Nahtlinie der Haut wurde mittels Rivanol durchtrankter Gazestreifen tamponier・t. Die infiziertc 
¥Vundc ist ganz oberflachlich, hat eine Tiefe von ca. 2 cm. Die tote Knochenhりhlebleibt aseptisch zugeschlossen. 
Aile Hewegungen des Kniq;elenks normal, der Gang ist .auch normal. Patient befindet sich sehr ¥¥'oh!. 
23. VI. Geheilt. Photographische Aufnahme (Fig. 2). 
29. VI. Ri＞川genaufnahrnedcr vollst孟ndiggeheilten Knochenhiihle. (Fig. r ). 

Zusammenfassung. 

r) ・ Ei日 54j孟hrigerFisch巴r,cl巴rseit lib巴r40 Jahren an rezidivi巴rendem Knoche1 
und nach operativer Muldenbildung einen toten Raum von ca. 30 ccm Kapazit孟tim unteren Femurende hatte, l王onnte 
nach 16 Mor te langen, v巴rgeblich巴n B巴h1dlungen (Plombierung etc.) erst dadl山 h ga口zgeheilt werden, das. s 
ei1官ersei「tsdiどかansperitonealelzmzbo-sacrale Ga11gliunektomie gemacんtund andererseits eitt /rcics Stuck vom Omentum majus 
tez・lsin dieλfusl.:ul<ztur ei11gebetttt, teils frei zn den toten Knoclzmraum wie ein gestielter llfus必ellappenuφla nlil’rt wurde. 
2) Die Heile仔ektebei unserer neuen Bcha 

grlincllichc Sterilisierung der toten Knochenh。hle,die ja erst <lurch Steigerung d巴r Bl utzi r・kulation nach der Ito-
Osawa’schen Operation herbeigefohrt wurde, und zweitens auf die Plombierung des toten Raumes mitteis eines freien 
Stuckcs vom Omentum majus desselben lndividuums, das teils in die Muskulatur eingcbettet, t巴ilsfrei in den sterilen 



toten Raum plombiert, seine Aufgabe als Plombenmasse viel besser zu erfilllen imstande war, als jede bisher 
angegebe11じ．

3) Alie Desinfektionsmittel, auch die geruhmtesteロ， konnendie infizierten Gewebe nicht steril machen, 
umsowe-

nigei:, wenn die Blutzirkulation abgeschw込chtist. 

4) Durch erhebliche Steigerung der Blutzirkulation, wie sie z.B. nach der Leriche’sc hen oder noch andauernder 

nach der Ito-Osawa’schen Operation zu konstatieren ist, werden die infizierten Gew・cbe ohne Mitwirkung eincs 

Desinfektionsmittels spontan keimfrei. 

5) Der Gebrauch eines desinfizierenden Mittels gegen infizierte Granulationen hat gar keinen Zweck, ＇同
nn die 

lokale B!utzirkolation iiberhaupt gestOrt ist, weil in einem solche Falle selbst ein noch so starkes De呂i11f1じ
ktionsmittel

seine Wirkung versagt. 

6) U nsere oben erwぬnteklinische Erfahru昭 sprichta山 hdafilr, class die Blutzirkulation eine grossere Ro
lle bei 

der Infektion spielt, als ein Desinfektionsmittel. Gεwebe bzw. Organe mit lebhafter Blutzirkulation sind
 gegeniiber 

denen mit mangelha丘erBlutversorgung weniger infizierbar. Auch sind blutreiche Individuen gegen jed
e Infektion 

widerstandsfahiger als die blutarmen. (Autoreferat) 

華民 4(~ 【樋低】 也事長 I 1司 4~ 守宅 （~4（鍛 1 gr~ ） 


